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1. 2019年3月期第1四半期の連結業績（2018年4月1日～2018年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する四半期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年3月期第1四半期 11,029 0.0 1,762 △9.2 1,286 △12.5

2018年3月期第1四半期 11,023 △11.9 1,941 △19.0 1,470 △14.4

（注）包括利益 2019年3月期第1四半期　　1,613百万円 （△8.9％） 2018年3月期第1四半期　　1,771百万円 （578.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2019年3月期第1四半期 63.15 62.98

2018年3月期第1四半期 72.16 71.99

（注）2017年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施いたしましたが、前連結会計年度の期首に当該株式併合を実施したと仮定し、

　　　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2019年3月期第1四半期 2,986,150 121,769 4.0

2018年3月期 2,910,791 120,758 4.1

（参考）自己資本 2019年3月期第1四半期 121,608百万円 2018年3月期 120,605百万円

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権）を期末資産の部合計で除して算出しております。

　　　なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年3月期 ― 3.00 ― 30.00 ―

2019年3月期 ―

2019年3月期（予想） 30.00 ― 30.00 60.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）2017年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施いたしました。2018年３月期第２四半期末の１株当たり配当金については、当

　　　該株式併合前の金額を記載し、年間配当金合計は「―」として記載しております。

3. 2019年 3月期の連結業績予想（2018年 4月 1日～2019年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,300 △22.3 1,500 △40.8 73.62

通期 5,100 △16.1 3,500 △18.4 171.78

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年3月期1Q 20,512,161 株 2018年3月期 20,512,161 株

② 期末自己株式数 2019年3月期1Q 139,007 株 2018年3月期 138,955 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年3月期1Q 20,373,193 株 2018年3月期1Q 20,374,858 株

（注）2017年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施いたしましたが、前連結会計年度の期首に当該株式併合を実施したと仮

　　　定し、期中平均株式数を算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前
提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。
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１. 当四半期決算に関する定性的情報 
(１) 連結経営成績に関する定性的情報  

当第１四半期（2018 年４月１日～2018 年６月 30日）の経営成績につきましては、以下のと
おりとなりました。 
経常収益は、資金運用収益が引き続き減少したものの、役務取引等収益や有価証券関係収益

の増加等により、前年同期比６百万円増収の 110 億 29 百万円となりました。また経常費用は、
営業経費や有価証券関係損失の増加等により、前年同期比１億 86百万円増加の 92 億 67 百万円
となりました。 
この結果、経常利益は前年同期比１億 79 百万円減益の 17億 62 百万円となり、親会社株主に

帰属する四半期純利益についても、前年同期比１億 84 百万円減益の 12億 86 百万円となりまし
た。 
 

(２) 連結財政状態に関する定性的情報  
当第１四半期における財政状態につきまして、総資産は前連結会計年度末比 753 億円増加し

２兆 9,861 億円、純資産は前連結会計年度末比 10億円増加し 1,217 億円となりました。 
譲渡性預金を含めた総預金は、個人預金及び法人預金が引き続き順調に推移したことから、

前連結会計年度末比 775 億円増加し２兆 6,207 億円となりました。 
貸出金は、個人ローンは増加したものの、一般貸出および公共貸出の減少により、前連結会

計年度末比 225 億円減少し 1兆 7,094 億円となりました。 
有価証券は、前連結会計年度末比 206 億円増加し 8,162 億円となりました。 
 

(３) 連結業績予想に関する定性的情報  
2018 年５月 15日に公表いたしました業績予想に変更はありません。 
 

２. サマリー情報（注記事項）に関する事項  
(１) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 
 

(２) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 
該当事項はありません。 
 

(３) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
該当事項はありません。 
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(３) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 
(４) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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４．補足情報 

 

 当行の2019年３月期第１四半期決算の概要は以下のとおりであります。 

 

(１) 損益の状況（単体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年3月期 2018年3月期 2019年3月期

第１四半期 第１四半期 第２四半期
(3ヵ月累計) (3ヵ月累計) 予想値

(A) (B)

経常収益 9,026 9,110 △ 84 

業務粗利益 7,569 7,691 △ 122 

7,480 7,672 △ 192 

資金利益 6,575 6,843 △ 268 

役務取引等利益 884 808 76 

その他業務利益 110 40 70 

(うち国債等債券損益) 89 19 70 

経  費(除く臨時処理分) 5,877 5,767 110 

人件費 3,044 3,033 11 

物件費 2,423 2,339 84 

税金 409 394 15 

実質業務純益 1,692 1,924 △ 232 2,400 

コア業務純益 1,603 1,904 △ 301 2,400 

一般貸倒引当金繰入額　Ⅰ           -           -           -

業務純益 1,692 1,924 △ 232 

臨時損益 299 316 △ 17 

  うち株式等関係損益 261 158 103 

  うち不良債権処理額　Ⅱ 0           - 0 

うち貸倒引当金戻入益　Ⅲ 139        222        △ 83 

（与信費用　Ⅰ＋Ⅱ－Ⅲ） △ 139 △ 222 83 

経常利益 1,991 2,240 △ 249 2,300 

特別損益 △ 46 △ 45 △ 1 

うち減損損失 17 39         △ 22 

1,944 2,194 △ 250 

法人税等 345 351 △ 6 

四半期純利益 1,598 1,842 △ 244 1,700 

税引前四半期純利益

(単位：百万円)

前年
同期比
(A)-(B)

(除く国債等債券損益)(コア業務粗利益)

 

◎実質業務純益は、資金利益の減少や経費の増加を要因として、前年同期比△２億３２百万円減益の１６億９２百万

円（第２四半期予想比７０．５％）となりました。 
◎経常利益は、株式等関係損益が増加したものの、実質業務純益や貸倒引当金戻入益の減少により、前年同期比△２

億４９百万円減益の１９億９１百万円（第２四半期予想比８６．５％）となりました。また、四半期純利益につい

ても、前年同期比△２億４４百万円減益の１５億９８百万円（同９４．０％）となりました。 
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(２) 金融再生法開示債権（単体） 

 

 

 

    （単位：億円）

 2018年6月末 
  

2018年3月末 
2018年3月末比  

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 ２９ △７  ３６ 

危 険 債 権 １６１ △２  １６３ 

要 管 理 債 権 ３５ ８  ２７ 

小    計 （Ａ） ２２５ △１  ２２６ 

正 常 債 権 １７，３０５ △２２２  １７，５２７ 

合    計 （Ｂ） １７，５３０ △２２２  １７，７５２ 

 

開 示 債 権 比 率（Ａ）／（Ｂ） １．２８％ ０．０１％   １．２７％ 

（注）１．記載金額は単位未満を四捨五入して表示しております。 

２．上記計数は、部分直接償却相当額を直接減額した後の残高を記載しております。 

 

 

 

(３) 時価のある有価証券の評価差額（単体） 

 

 

 

     （単位：億円） （参考）               （単位：億円） 

 2018年6月末  2018年3月末 

時価 評価差額 
   

時価 評価差額 
  

うち益 うち損  うち益 うち損 

その他有価証券 7,460 241 251 9  7,600 236 251 14 

 株 式 248 82 84 1  255 79 81 2 

 債 券 5,834 118 120 1  5,870 125 128 2 

 そ の 他 1,377 40 46 6  1,474 31 41 9 

（注）満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。また、子会社・関連会社株式で時価のあるものは 

該当ありません。 

     （単位：億円） （参考）               （単位：億円） 

 2018年6月末  2018年3月末 

帳簿価額 含み損益 
   

帳簿価額 含み損益 
  

うち益 うち損  うち益 うち損 

満期保有目的の債券 678 0 1 0  332 0 1 0 

 

 

(４) 自己資本比率（国内基準） 

2018年6月末の自己資本比率（国内基準）については現在算出中であり、確定次第、別途開示する予定であ

ります。 

 

 

 

 

◎金融再生法ベースの開示債権額は、２０１８年３月末比△１億円減少して２２５億円となりました。 

◎その他有価証券の評価差額は、２０１８年３月末比５億円増加して２４１億円の評価益となりました。 
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(５) 預金、貸出金等の残高（単体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 預金・貸出金の残高 

    （単位：億円）  （参考） （単位：億円） 

 2018年6月末 
  

2018年3月末 2017年6月末 
前年同月末比  

預 金 等 （ 末 残 ） 26,297 810  25,535 25,487 

 う ち 個 人 預 金 16,831 289  16,451 16,542 

 う ち 法 人 預 金 5,785 352  5,615 5,433 

貸 出 金 （ 末 残 ） 17,220 222  17,445 16,998 

 一 般 貸 出 7,406 145  7,524 7,261 

 個 人 ロ ー ン 4,129 359  4,046 3,770 

 公 共 貸 出 5,684 △282   5,874 5,966 

（注）預金等＝預金＋譲渡性預金 

 

② 預り資産の残高 

    （単位：億円）  （参考） （単位：億円） 

 2018年6月末 
  

2018年3月末 2017年6月末 
前年同月末比  

投 資 信 託 696 △88  711 784 

公 共 債 298 99  289 199 

個 人 年 金 保 険 等 1,551 △7   1,545 1,558 

合      計 2,546 4  2,546 2,542 

（※）個人年金保険等は有効契約残高で計上しております。 

 

 

以  上 

◎預金等残高は、個人預金や法人預金の増加等により、前年同月末比８１０億円（＋３．１％）増

加し、２兆６，２９７億円となりました。また預り資産残高は、投資信託および個人年金保険等

が減少したものの、公共債が増加し、前年同月末比４億円（＋０．１％）増加の２，５４６億円

となりました。 
◎貸出金残高は、公共貸出は減少したものの、県内一般貸出および個人ローンの増加により、前年

同月末比２２２億円（＋１．３％）増加し、１兆７，２２０億円となりました。 
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